




The visualization of a local 
















































































































参加戸数：33 軒　　　　　　　（全戸数 36 軒中）



























































　　期間：2010 年₈月₇日（土）〜 22 日（日）






















































































































るところを見せてもらった。この小さな箒 （写真 18 ）はそのま
ま家の中に収められ、制作中の姿を肖像画とした。
（写真 18 ）大きさは手の平大、箒草を使用。
　周囲の人が観たときに本人らしさを感じてもらえるような内
容について、参加者が作品にどう加わることができるのか、一
緒に考えることから始めたことは、参加型の作品、美術と日常
の接点の両方を考えるうえで、筆者にとって大切な体験である
と感じられた。
□作品の今後
　肖像画を喜ばれたこともあり、参加者には作品を欲しがって
もらえることも多かった。当初から、完成後は各戸にお返しし
たいと考えてきた。しかし家が集うことで生まれる意味と、一
つずつにしたときの個別性、両方の視点を持っている。また制
作時から各々が年を重ね、時間がたつほど懐かしさの感じられ
るような内容でもあるため、再び集合した際には、お互いの作
品をまた違った視点で観られるのではないか。今後もお返しす
る時期、再び展示する機会を考えていきたい。
□企画への参加による作品の実現
　展覧会「旧家の薬壺」では企画の立ち上げから見せていただき、
企画の必然性と、一つひとつの行いが丁寧に積み重ねられて実
現する完成度を間近に感じることができた。
　筆者は、この作品が企画内の導入的な役割であったのではな
いかと考えている。敷居が高いと敬遠されがちな現代美術の展
覧会へ、日常の延長線上で気軽に訪れてもらいたい。地元を題
材にした作品があることは、周囲の人々と展覧会との橋渡しに
104　家たちの還る場所―集落を舞台とした住民参加型作品による、家と家族の関係性の視覚化―
なるのではないか。作品内容と、家や暮らしと美術を結びつけ
るこの企画の主旨に、重なる点も多く、実現に向けて動き始め
ることができた。
　展覧会の企画者との関わりや、制作で様々な出会いを経る中
で、筆者自身が必然性を感じるテーマや場所について考えるこ
とや、制作を続けていく上での立ち位置を意識するようになっ
た。在学中に活動を実現できたことは、足元を少しずつ固めな
がら発表する方法について考え、実績を作る必要性を意識する
上で、大切な経緯になっている。
　今後もこのような方法を行うには、導入として前提があった
ほうが行いやすい。制作をメインに行える場としては、当初考
えていたコンペや、今回のように地域に根差した企画への参加
などが考えられる。一方で筆者自身と関わりのある場所をとり
あげ、表現を目的としてつながりを作っていくことも不可能で
はないと思えるようになった。継続作品のように個人的な取り
組みを続ける中で、実現の機会を探りたい。
□おわりに
　本論の「展示風景からみえたこと」で述べたとおり、この作
品が筆者と、制作に参加した人たちとのコミュニケーションを
通して出来上がったことのみならず、それを地域内で展示する
ことで、作品を通して住民同士もやりとりする機会を得た。ま
たどの家にも作品という共通項ができ、それをきっかけとして
住人が集う場を設けたことは、筆者の目的であった地域の人間
関係を再認識することにつながったと考えている。
　期間中、他所での展示を依頼されたこともあったが、本作品
はそこに住む住人が参加・観覧することにこそ意義が生じるの
である。その場所と作家の出会いから、作品が発生したと捉え
ると、地域と人との関係が先にあり、作品はそれらの経過の一
部であるといえる。ゆえに制作がきっかけとなってはいるが、
筆者と参加者の関係も一過性のものではなく、流動的に変化し
ていくだろう。それは人と人が出会うことを起点とした、参加
型作品のもつ大きな特徴であり、意義ではないだろうか。
　制作後、筆者自身が作品へ至るまでの経緯で抱いていた、周
囲への視点が客観的なものへと変化した。構想段階では筆者自
身の家の内側から、外側へ向けた視点であったのだが、制作中
に集落の外側から内側への視点に変化し、やがて境界線が消え
たように感じた。外側・内側というのは、あくまで意識の上で
作りだされるものであり、それに歴史上の関係や、家などハー
ドなものが加わって、あたかも目の前に現れたかのように感じ
るのではないだろうか。一旦引いた視点で眺めてみると、何気
ないことが関係性や思い込みによって複雑に変化しているよう
に見え、それは筆者が、作品や他者と自己との距離を考える上
でも重要な視点であった。そして筆者自身がよそ者の立場とな
り、集落や住人に対して様々な働きかけが必要となったことは、
自分自身を再認識する何よりも得がたい機会となった。
　還る場所、これは周囲が変化していても、自分が変わっても、
拠り所として残っている記憶を指す。集落は代々続いてきた家
たちにとっての拠り所になっている。風景の中にある「家」は
時とともに形を変え、やがてなくなる存在かもしれない。しか
し住人の記憶の中には、「家」あるいは「家族」、「ともに暮らし
た人々・場所」が残っているのではないか。筆者は半ば自らが
いつまでも残しておきたいこととして、これを作品化した。
　作品が完成してから数年が過ぎ、ある家では引っ越しが行わ
れたり、兄弟が増えたり、作品中に登場して亡くなった人もいる。
この取り組みで形として残っているのは一瞬の時だが、家たち
が還る場所として、人々の中に変わらないことも、作品に含ま
れていてほしいと願っている。
　本作品の制作に多大なご理解とご協力をいただいた逆谷の皆
さん、本論文の編集にあたってご指導いただいた石原宏先生、
そして作品の構想から実現までを見守ってくださった小林花子
先生と彫刻家の菅野泰史さんに深く御礼申し上げます。
（注₁）「 旧
きゅう
家
か
の 薬
くすり
壺
つぼ
」
　新潟県長岡市逆谷地区にある、寛
かん
益
にゃく
寺
じ
の御本尊薬師如来寅年
開帳を記念して、地区内でも特異な来歴と外観を持つ築約 100
年の古民家 （小林邸）を舞台に、新しい家主である彫刻家と、
この建物や地域に触発された有志作家により行われた美術展。
（注₂）個展「家たちの還る場所」
　「旧家の薬壺」において発表した作品 「家たちの還る場所」
の全景を、作品の舞台となった逆谷にて個展という形で再展示
した。
　逆谷内で公会堂として利用されている集落センターと、寛益
寺の鎮守社で祭事に使用される日吉神社にてインスタレーショ
ンを行った。
